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目 的  

1990 年以降、質的研究に現象学が用いられはじめ、現象学

的研究が注目されるようになって久しい。ベナー・ルーベル

らが、人間の苦しみを捉えるために現象学的人間論を提唱し

たことは、看護研究に現象学が取り込まれていった契機にな

った。ベナーらに触発された看護研究者は、デカルト的二元

論的機械論で患者を捉えることに無理があることに気づいて

いく。そこで患者の体験を分析するために現象学を質的研究

に持ち込むことになるのである。しかし、現象学を用いた研

究は多様であり、明確な方法論の言語化が困難で現象学的質

的研究を目指す者は「現象学」そのものの前で立ちすくむ。

現象学は、「事象そのものへ」という根本精神は受け継がれて

いくが、現象学の創始者であるフッサール自身も幾度かの転

回をとげたし、ハイデガー、メルロ-=ポンティなどフッサー

ルに続く現象学者らも独自の現象学を展開してきた。そのこ

とが、現象学を研究方法として取り込んでいくなかで多様な

研究方法を産んできた原因でもあろう。そこで、本発表では、

現象学の概念、現象学的質的研究者による体験分析の道筋と

はどのようなものなのかを概観し、現象学的質的研究の有用

性を探る。 
現象学概観 

はじめに、現象学的質的研究においてしばしば援用される

フッサール、ハイデガー、メルロ-=ポンティの現象学を概説

し、実際にどのように質的研究に応用されているのかを確認

する。 

フッサール現象学の「還元」 
フッサールは、人は自然的態度に生き続けているかぎり、

あらゆるものごとは習慣的に実体的に把握され、さまざまの

先入見をとおして物との交渉がすすめられていくので、世界

の自明性を克服するために現象学的還元iを方法として唱え

た。これは「事象そのものへ」接近し世界の根拠を問うため

の方法である。この「現象学的還元」が研究方法への応用可

能性を開く 1 つの手札となっている。 
ハイデガーの存在論的現象学的解釈 
ハイデガーの存在への問いiiは、結局、現存在が「いかに在

るか」という問いであるという現象学的人間論にいたる。ハ

イデガーの人間論に関する概念として「世界内存在」「道具存

在」「気づかい」「投企性」「時間性」などがある。質的研究に

ハイデガーの思想が応用される際は、当事者の苦悩を存在論

的に解釈する方法を用いる。 
メルロ-=ポンティの身体論の現象学iii 
 完全な「現象学的還元」は不可能であるとメルロ-=ポンテ

ィはいう。我々は、還元を繰り返しても世界と我々の間に張

り巡らされた志向の糸を断ち切ることはできない。世界を受

け取る感覚は、ほかならぬ我々の身体を通じてのことなので

ある。客観的な説明がなされるところの世界の手前で我々が

「生きられている」世界とは、知覚の世界であり、この知覚

を生み出す原点は、他ならぬ我々の身体である。身体をもっ

て経験したその当の事柄をことばに紡ぐとき、我々には適切

なことばが用意されておらず、むしろ語りながら経験が構成

されていく。語るときのことばの奥にある経験流を現象学的

に捉えたい研究者は、できるだけの判断停止によって「生き

られている」世界を解釈していくことになる。 
現象学的質的研究の実践 

 現象学的質的研究の実践は看護研究に散見される。たとえ

ば西村ivは、植物状態にある患者への看護実践のあり方を現

象学的に明らかにした。インタビュー後のデータを文脈に留

意して繰り返し読み、気になる表現や語り方が示すことを読

み、語りの流れを追いながら分析する。このとき「視線がか

らむ」「手の感触が残る」といった看護師の生きられた経験か

ら植物状態患者と看護師とのはっきりとは見てとれない交流

についてメルロ-=ポンティを援用し、自己と他者とがいまだ

未分化な原初的前意識的な地層における運動志向性を解明し

た。 

 村上vは、ビデオカメラのように語りを通して感じられたあ

らゆる動きをキャッチしながらデータを分析するという。つ

まり分析者の感情は動かさず、データにある感情の運動を捉

まえる作業をする。また繰り返しデータを読むことで分析者

が非人称化する。さらにノイズ（言い間違い、言い淀み、反

復する言葉、方言、唐突な話題の飛躍、トーンの変化など）

を重要な分析の手がかりとする。看護師の体験、自閉症者の

体験を現象学的に分析し、普遍的構造を取り出した。 

            結 論 

（現象学的質的研究の意味） 

経験とは個別の身体を通じてのものであるから、数学的、

統計的データに回収されえない。そこで現象学的質的研究は、

経験の個別性にこだわるが、個別の経験の背後にある構造を

取り出すことを目差し、了解可能で共有可能な構造を取り出

すのであるから、客観性に欠けるという批判は当たらないで

あろう。現象学的質的研究は方法論の困難さ多様性はあるも

のの人間の経験を理解する方法として質的研究者の前に開か

れていると考える。 
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